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現住人口表
　（3月末日現在）
　男　　19．306人

　女　　19．967人

　計39．273人（一190人）

；世帯織数
　　　8．118世帯
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…
三
月
定
例
巾
議
会
は
三
月
十
三
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
会
期
十
一
日
間
で
開
か
れ
、
　
”

　
｝
霞
棚
三
二
二
年
度
P
算
案
な
ど
二
十
七
件
を
審
議
し
、
全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
…

　
…
し
ま
し
た
。
市
長
の
施
政
方
針
は
そ
の
基
本
で
あ
る
予
算
編
成
方
針
と
通
ず
る
も
の
　
㎜

　
｝
が
あ
り
ま
す
の
で
、
．
1
1
算
を
中
心
と
し
て
大
要
お
知
ら
せ
し
ま
ず
。
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曼
一
で
5
ー
ー
　
　
　
　
　

の
で
、
昭
和
三
十
二
年
度
予
算
．

予
算
編
成
方
針
　
　
　
編
成
に
当
っ
て
は
、
次
の
こ
と
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昭
和
三
レ
．
一
年
度
の
．
p
算
編
成

に
当
り
・
・
｛
し
て
ほ
、
市
民
の
皆

目
方
と
共
に
、
明
る
い
楽
し
い

受
化
生
納
が
で
き
得
ま
す
よ
う

酸
鮮
．
ω
努
り
を
し
た
の
で
あ
り

レ
に
ぐ
　
，
’
、
　
す
C
ず
．
燕
l
k
り
嘱
精
髄
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知
の
と
お
り
、
財
政
は
収
支
バ

ラ
ン
ス
ω
例
h
を
な
す
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
し

も
希
望
通
り
の
、
士
算
編
成
が
で

き
得
な
い
こ
と
を
幾
日
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。
然
し
木
年
度
は
、

工
場
庵
致
の
明
る
い
希
躍
が
持

た
れ
る
も
の
と
確
信
致
し
ま
す

．
－
　
．
．
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配
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．
象

．雫

踏
．

を
基
本
方
針
と
し
て
編
成
さ
れ
．

て
い
ま
す
。
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本
年
度
の
主
な
る
重
点
事
業
醒

工
場
誘
致
に
関
連
す
る

　
　
　
　
　
　
建
設
的
罫
業
に
重
点

」
細
島
工
業
地
帯
造
成
地
に
設
置
一
し
、

．
を
計
画
し
て
い
る
訳
で
あ
り
ま
…
ぱ
、

一
、
工
場
誘
致
受
入
態

　
勢
の
充
翼

　
工
場
溺
致
の
具
体
化
が
進
む

　
に
つ
れ
、
都
市
的
形
態
を
急

　
速
に
整
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

　
せ
ん
の
で
、
そ
れ
に
伴
い
ま

　
す
都
市
計
両
事
業
、
土
地
区
｝

　
画
獲
理
建
業
等
の
土
木
事
業
　
　
志
村

　
及
び
人
口
の
急
増
を
見
越
し
・
　
化
工

　
て
の
文
教
施
設
の
整
備
並
び
一

　
に
住
宅
緩
和
に
対
し
ま
す
住
．
市
議
会
臨
時
会
は
三
月
二
十
九

　
宅
建
設
等
の
事
業
を
承
点
と
．
日
開
か
れ
、
議
案
第
二
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号
、
市
起
憤
及
び
償
還
方
法
の

　
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
訂
正
に
つ
い
て
、
を
議
決

．
二
、
健
全
財
政
の
確
立
．
し
て
後
、
市
議
会
か
ら
決
議
提

　
本
年
度
は
財
政
可
建
計
画
要
町
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
、

を
占
め
ま
す
市
税
の
納
入
状

況
が
健
全
財
政
の
可
否
を
左

右
し
ま
す
の
で
、
前
年
に
倍

し
ま
し
て
皆
様
の
御
協
力
を

得
ま
し
て
、
市
税
の
完
全
徴

収
に
最
大
の
努
力
を
行
い
、

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
あ
げ
ま
し
て
、
市
民
皆
様

の
御
期
待
に
そ
う
よ
う
、
健

全
財
政
の
確
立
に
爪
点
が
わ

か
れ
て
お
り
ま
す
。

、

け
て
行
う
事
業

事
業
）

細
島
臨
海
⊥
業
地
帯
造
成
聖

業草
場
細
島
通
線
街
路
事
業

中
央
道
路
拡
張
邸
業

細
島
・
財
光
寺
小
学
検
改
築

事
業
公
営
住
宅
建
設
廓
業

国
や
県
の
補
助
を
受

　
　
　
　
　
　
（
公
共

二
、
市
費
の
み
で
行
う
蕊

　
業
（
単
独
事
業
）

　
東
部
土
地
四
面
整
理
事
業

　
富
島
西
中
学
校
魏
柴
∬
業

．
以
上
を
爵
号
と
し
ま
し
て
市
の

．
発
展
を
期
す
と
と
も
に
、
あ
ら

一
ゆ
る
面
に
市
民
の
生
活
向
上
を

．
念
願
と
し
て
、
市
政
を
進
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ヒ

い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

す
が
、
そ
の
敷
地
は
約
六
万
坪
．

．
で
あ
り
ま
す
。
生
産
す
る
も
の

は
ス
テ
ン
レ
ス
自
認
で
年
産
五

　
万
ト
ン
の
計
画
ど
い
う
こ
と
で

一
す
。
　
こ
の
工
場
設
立
の
投
下
資
本
は
．

．
約
三
十
億
円
と
い
う
こ
と
で
す

…
が
、
完
成
し
て
操
業
す
る
と
き

　
の
工
員
は
、
約
六
百
人
と
な
つ
、

｝
て
お
り
ま
す
。

一
原
料
と
な
る
鉱
石
の
主
な
も
の

は
、
ク
ロ
ー
ム
鉱
、
石
、
ニ
ツ
ケ

｝
ル
鉱
．
石
、
ラ
テ
ラ
イ
ト
鉱
石
、
　
　

…
珪
石
、
石
灰
石
な
ど
で
、
珪
石
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
と
石
灰
石
は
官
崎
県
に
あ
り
ま
一

・
す
が
、
そ
の
他
の
鉱
石
は
、
外
一

国
か
ら
輸
入
す
る
も
の
で
、
二
一

ユ
ー
カ
レ
ド
ニ
ヤ
、
フ
イ
リ
必

ピ
ン
、
ア
フ
リ
カ
、
パ
キ
ス
タ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ン
な
ど
の
諸
国
か
ら
来
る
も
の
…

…
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

・
そ
の
た
め
一
万
ト
ン
船
舶
の
横

づ
け
で
き
る
造
成
地
の
港
は
、

立
地
条
件
と
し
て
適
当
と
さ
れ
…

て
い
ま
す
。
そ
の
上
、
こ
の
工

場
は
電
力
を
多
く
必
要
と
す
る

の
で
、
本
県
の
電
力
の
壁
富
な
…

こ
と
が
よ
い
訳
で
す
。

わ
が
国
の
含
ニ
ッ
ケ
ル
、
ス
テ

ン
レ
ス
の
需
用
は
年
々
増
大
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の
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税
の
中
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第
一
番
目
に
．
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賦
課
せ
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…
す
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第
一
期
分
の
納
期
限
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
四
月
末
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す

　　
@　
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@
か
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…
の
で
二
嘉
に
は
令
票

野
奢
膨
灘
羅
撃

砺
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三
、
四
の
各
期
別
に
一
枚
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
一
朗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
つ
つ
納
入
さ
れ
て
も
、
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
全
額
を
納
入
さ
れ
て
も
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
納
期
の
来
て
い
な
い
分
を
納
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
さ
れ
る
方
に
は
『
納
期
前
納
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
報
奨
金
』
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
　
十
二
省
の
策
定
に
よ
れ
…
昨
年
度
も
多
数
の
方
々
が
、
こ

　
　
三
十
二
年
度
四
万
二
千
ト
…
の
報
奨
金
を
受
け
ら
れ
ま
し

ン
、
三
十
五
年
度
に
は
七
万
一
．
た
。
計
算
方
法
は
月
一
分
の
割
．

千
ト
ン
と
、
需
用
は
飛
躍
的
増
㎝
で
計
算
し
た
額
の
利
息
と
同
じ
．

加
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
．
額
で
す
か
ら
、
普
通
の
預
金
利

で
、
販
路
は
洋
々
た
る
前
途
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
息
よ
り
は
大
分
有
利
に
な
っ
て

約
束
さ
れ
て
い
ま
す
。
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お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
三
月
中
を
市
前
納
な
さ
る
方
は
、
税
務
課
ま
㎜

果
　
　
税
完
納
自
費
だ
簸
税
吏
員
に
慧
ね
下
さ
旧

難
戦
欝
麟
詳
し
，
お
話
し
申
上
げ
．
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（
市
役
所
人
事
）

工
場
誘
致
決
議

二
年
度
に
当
り
ま
す
・
本
年
満
竺
致
で
決
議
さ
れ
ま
し

度
の
財
政
が
健
全
に
運
営
さ
…
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
決
　
　
議

れ
る
か
否
か
は
、
収
入
の
確
…
日
向
市
細
島
臨
海
工
業
地
帯
に

保
が
最
も
緊
急
の
要
件
で
あ
｝
工
場
設
置
申
請
中
の
志
村
化
工

り
ま
す
が
、
収
入
の
大
部
分
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
堀

居
太
郎
氏
よ
り
、
別
紙
耶
蘇
の
…

要
求
あ
り
た
る
に
よ
り
、
日
向

市
議
会
は
こ
れ
が
趣
旨
を
了
承

し
，
第
一
項
に
つ
い
て
は
県
の
、

全
体
計
画
に
支
障
な
い
範
囲
に

お
い
て
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ

い
て
は
全
面
協
力
し
、
學
急
な
．

る
工
場
設
立
の
決
泥
に
よ
り
、

市
民
の
熱
望
に
応
え
ん
と
す
。

　
右
決
議
す
る

　
昭
和
量
年
望
月
莞
日

　
　
　
　
日
向
市
議
会

志
村
化
工
の
計

画
　
（
解
説
）

」
，
●

1）

判

志
村
化
工
と
い
う
会
社
は
、
本

．
社
、
工
場
と
も
東
取
で
あ
り
、

資
本
金
は
九
偬
六
千
万
円
、
戦

…
後
新
設
の
ニ
ッ
ケ
ル
製
錬
の
専

、
門
会
社
で
あ
り
ま
す
。

ニ
ッ
ケ
ル
は
国
内
需
用
と
い
う

．
よ
り
、
輸
毘
が
主
体
で
あ
り
ま

…
す
が
、
今
後
は
国
内
滞
用
も
増

…
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
ま

．
す
の
で
、
将
来
姓
あ
る
事
業
と

．
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
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業
業
，
業
綴
金
…

一
事
事
　
　
｝

葛
日
狸
屋
与
…

道
潟
町
十
一

　
地
面
　
　
　
　

水
耕
区

　
轡
地
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黶
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邑
0
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（
衛
生
課
長
）
小
林
賊
＋

幸
臣
出
張
所
長
を
命
ず
る

　
　
（
税
務
課
長
）
三
樹
　
僧

衛
生
課
長
を
命
ず
る

　
　
（
税
務
課
係
長
）
三
野
勧

税
務
課
長
を
命
ず
る

　
　
　
（
総
務
課
）
三
樹
　
轡

細
島
支
所
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
（
授
産
場
）
黒
木
・
肯

養
巷
院
勤
務
を
命
ず
る

　
　
（
岩
脇
支
所
）
児
玉
袈
塑

農
粟
委
員
会
動
務
を
命
ず
玄

　
　
　
（
四
坐
課
）
中
型

税
務
課
勤
務
を
命
ず
る

　
　
（
美
々
津
支
所
）
僑
口
塩

税
務
課
勤
務
を
命
ず
る

　
　
（
岩
脇
支
所
）
田
中
チ
甲

市
長
室
統
計
係
勤
務
を
命
甲

　
（
四
則
蜜
統
計
係
）
黒
木
鶯

「
市
民
課
戸
田
係
勤
務
を
命
ず

　
　
　
（
養
老
院
）
成
合
　
轡

授
産
場
勤
務
を
命
ず
る

，
（
幸
脇
出
張
所
）
橋
口
嘉
ρ

一
隈
々
津
支
所
勤
務
を
命
ず
玄

　
　
（
闇
々
津
支
所
）
小
林
繭

…
門
脇
出
張
所
勤
務
を
命
ず
玄

　
　
（
教
育
委
員
会
｝
猪
侯
磁

．
総
務
課
勤
務
を
命
ず
る

｝
　
以
上
四
月
十
日
付
発
令

御
瑚
解
い
た
・

だ
き
ま
し
一

て
、
毎
月
の
・

平
均
に
比

べ
、
こ
の
月
．

間
に
約
ご
百

万
円
の
増
徴

を
み
る
こ
と
．

が
園
来
ま
し

た
。な
お
三
月
中

箪

一
一

昭和

当歳歳
一．

般

（才　入）

税
税
煮
転
金
品
料
金
金
金
金
金
入
部
一

翼
収
蟹
晶
出
出
　
　
［

　
交
企
　
及
及
及
支
　
附
入
子
収
　
｝

方
営
職
歴
囎
支
　
　
…

市
地
公
財
分
取
使
国
県
寄
繰
繰
雑
市
…

、
、
、
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

一
㌔
》
’
，
’
　
　
σ
潔
㌦
；
〕
ア
．
礼
｝
｝
O
1
2
3
　
…

計購入

出）

■
け

費
費
費
費
費
戦
費
費
費
費
費
費
費
金
費

酢
　
労
生
済
用
田
　
計

会
　
防
壁
育
及
国
守
経
礎
調
号
債
　
備
　
合

　
役
　
会
健
業
計
　
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

漁
市
消
土
出
社
岩
群
産
財
統
選
公
山
越

　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
才

噛
ユ
，
㌔
き
墨
3
3
　
7
塗
｝
0
1
2
3
4
崎

別宮

乱益　質　屋

昌職給与
一＿＿＿＿．．．．．＿

　軸別会計合計

．
に
差
押
え
予
告
を
行
っ
た
者
は

百
四
十
人
、
税
額
と
し
て
二
百
．

六
十
四
万
八
千
円
。
こ
の
中
納

．
入
さ
れ
た
者
は
四
十
五
人
で
あ

．
り
ま
し
て
、
未
納
の
分
に
つ
い

て
は
四
月
申
に
、
や
む
を
得
ず

．
強
制
執
行
い
た
し
ま
す
。
ま
た

．
差
押
え
を
実
施
し
た
者
＋
五

人
、
そ
の
中
納
入
さ
れ
た
者
五

・
人
で
あ
り
ま
し
て
、
未
納
の
分

に
つ
い
て
は
、
四
月
中
に
競
売

…
処
分
に
付
す
る
て
と
に
な
っ
て

皿
お
り
ま
す
。
御
協
力
を
謝
し
ま

一

｝
す
と
と
も
に
、
未
納
の
万
は
早

　

一
急
に
納
入
い
た
だ
く
よ
う
お
願

‘
い
い
た
し
ま
す
。

市
税
の
前
納
報

…
．
簗
金

｝
四
月
か
ら
新
繭
度
に
入
っ
た
訳

H
｝
’
　
，
　
　
　
：
」
●
　
●
》
し
　
　
h
一
暫
．
幽
「
噸
　
一
｝

市
役
所
案
内

（
そ
の
四

O
商
工
水
産
課

商
工
水
産
課
は
玄
関
か
ら
入
っ

て
第
二
棟
目
を
右
に
折
れ
て
三

．
室
目
で
、
次
の
よ
う
な
係
を
お

い
て
事
務
を
と
っ
て
お
り
ま

す
。◇
商
工
係

　
①
商
工
業
に
関
す
る
事
項

　
②
工
場
誘
致
に
関
す
る
事
項

　
③
鉱
業
に
関
す
る
耶
項

　
④
通
商
貿
易
に
関
す
る
願
項

　
⑥
計
量
。
電
気
・
ガ
ス
・
火

　
　
薬
に
関
す
る
事
項

　
⑥
そ
の
他
商
工
業
に
関
す
る

　
　
事
項

◇
水
産
係

　
①
水
産
業
に
関
す
る
事
項

　
②
港
湾
・
漁
港
に
関
す
る
鄭

　
③
そ
の
他
水
産
に
附
す
る
事

◇
観
光
係

　
①
観
光
宣
伝
に
関
す
る
耶
蘇

　
②
公
園
管
理
に
関
す
る
覗
項

　
③
そ
の
他
観
光
に
関
す
る
事

　
　
項

◇
庶
務
係

　
①
文
書
処
理
に
関
す
る
こ
と

　
②
そ
の
園
圃
係
に
属
し
な
い

　
　
事
項

足
●
ゆ
）
」
邑
巳
9
“
L
■
匿
『
畦
ゆ
、
P
コ
℃
o
脚
－

つ
て
お
り
ま
す
。

O
衛
生
課

衛
生
課
は
玄
関
か
ら
入
つ
ヴ

つ
す
ぐ
に
行
き
、
第
三
段
目

突
き
当
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

◇
保
健
係

　
①
課
の
庶
務
に
関
す
る
市

　
②
妊
薩
婦
・
乳
幼
児
検
勤

　
　
ら
ぴ
に
保
護
指
導

　
③
行
路
死
亡
人
に
関
す
ス

　
④
厨
場
・
火
葬
場
・
じ
ム

　
　
い
処
理
に
関
す
る
事

　
⑤
墓
地
・
改
葬
に
関
す
ス

　
⑥
畜
犬
取
締
に
関
す
る
恵

　
⑦
衛
生
思
想
の
普
及
・
岸

　
　
衛
生
管
理
・
そ
の
他
爪

　
　
衛
生
に
関
す
る
事

◇
防
疫
係

　
①
結
核
予
防
法
に
関
す
ス

　
②
伝
染
病
の
予
防
・
防
卿

　
　
治
に
関
す
る
事

　
③
清
婦
法
の
施
行
及
び
落

　
　
保
痔
に
関
す
る
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

④
予
防
接
種
に
関
す
る
嵐

　
⑥
ね
ず
み
族
毘
虫
駆
除
・

　
・
離
病
舎
に
関
す
る
事
「
．

　
④
そ
の
他
防
疫
に
関
す
ス

以
上
の
集
務
を
課
員
隠
名
、
」

畠
㌧
署
ρ
謹
等
●
の
7
謬
，
の
　
胴
、
　
「
℃
舳
　
O
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春
は
つ
つ
じ
の
日
向

　
　
　
　
　
　
　
　
日
向
市
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一じ
　
　
　
　
　
　
　
　
観
光
協
◎
十
四
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
局
誕
聲
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
会
t
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柔
道
大
会
（
1
0
時
頃

耀
鍵
盛
鞭
…
鞭
畑
諮
）
（
肥
呼
総
懸
購
鮨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
き
り
と
い
）
も
の
で
す
。

や
村
か
ら
も
花
見
客
が
来
て
大
｝
国
光
バ
ス
ガ
イ
ド
ア
ワ
ー
へ
6

変
賑
わ
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
｝
　
時
）

『
つ
つ
じ
祭
』
の
行
事
は
次
の
ガ
父
楽
団
と
軒
・
曝
；
夫
の

市
　
へ
！

・
ど
自
慢
大
会
（
夜
7
時
）

…◎

�
{
九
日

じ

一
そ
し
て
第
二
回
目
の
田
植
は
、

…
八
月
卜
万
日
頃
に
は
行
え
る
p

一
定
で
タ
。
こ
の
部
落
に
は
腿
友

一
会
が
あ
っ
て
、
二
手
“
前
か
ら

　
ホ
稲
の
研
究
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
電
抽
育
苗
に
も
、

…
山
本
f
さ
ん
ら
同
部
落
の
農
家

f
ゐ
　
尋
　
　
　
　
　
　
3
＞

二
晃
四
戸
力
準
零
し
て
、
今
年
…
し
た
・

繊
…論…

灘
難

…
　
　
　
満
開
。

小

か
ら
、
新
し
い
試
み
と
し
て
実
行
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
現
崎
（
幸
脇
）

し
た
も
の
で
r
。

台
風
の
多
い
こ
の
地
方
に
ほ
、
　
縮
現
輪
の
躯
側
上
の
乃
か
ら
の

最
も
合
理
的
な
偽
り
方
だ
と
、
　
入
る
道
に
、
並
木
の
桜
が
約
四

脚
友
会
員
た
ち
は
自
侶
満
々
十
本
、
樹
は
大
き
く
花
も
多

で
、
ま
だ
冷
た
い
水
田
に
入
つ
　
い
。
花
の
門
を
く
ぐ
っ
て
、
太

て
、
元
気
な
田
植
え
を
行
い
ま

学
稜
工
事
竣
工

も
と
の
俣
舎
か
ら
木
造
の
四
教

室
も
移
築
し
て
、
新
学
期
か
ら

全
児
椴
が
新
し
い
校
舎
で
勉
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

で
き
る
聖
に
な
っ
て
い
ま
す
。

工
“
弗
μ
h
公
白
万
八
椚
卜
円
、
原
田

組
の
施
⊥
で
し
ナ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇
富
高
小
学
校
壇
築
上
・

　
事

教
室
の
不
足
の
た
め
四
教
軍
を
一

増
築
し
た
も
の
で
木
造
二
階
建

百
三
十
・
几
…
坪
、
工
弔
費
一
一
百
六
［

十
．
一
眠
九
千
ヒ
百
円
、
児
卜
組

継
汀
の
浪
が
高
く
し
ぶ
き
を
上
…
”
・

鷹
繍
翻
模
様
馬
引
無
難
裾
野
糧
く

川
躍
諾
楚
齢
簾
黎
ポ
リ
て
薇
簿
凋
ま
た
は
章
脇

顧
、
大
掃
除
の
準
備

　
何
噴
も
早
く
手
際
よ
く
ず
る

に
は
、
前
も
っ
て
鞘
備
し
て
お

い
て
計
画
的
に
順
序
よ
く
や
ら

ね
ば
う
ま
く
ゆ
き
ま
せ
ん
。
大

掃
除
も
ほ
う
き
、
は
た
き
、
雑

r
　
バ
ケ
ツ
、
す
～
払
い
、
梶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

舗
墾
葱
曝
錦
嚢
喉
、
て
く
れ
る
こ
と
黎
難
報
中
篇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

　
　
悟

憲
触健　A　6

　　　・鞭　櫓　1
L　　　播．

三
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
建
築

昭
和
三
十
一
年
度
の
学
校
姐
築

工
巾
で
主
な
も
の
は
細
島
、
ア
、

々
津
、
富
高
の
三
小
学
校
の
r

事
で
す
が
、
三
月
末
日
で
次
の

と
わ
り
竣
工
し
ま
し
た
。

児
帝
た
ち
は
、
新
し
い
美
し
い

校
舎
を
み
て
大
忌
び
で
す
。

◇
細
島
小
学
校
第
二
期

　
工
事

市
街
地
の
呉
中
に
あ
る
こ
の
学

校
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
！
ト
即

刻
建
で
造
ら
れ
、
昨
年
竣
⊥
し

た
第
一
期
工
事
の
校
舎
と
な
ら

ん
で
、
堂
々
た
る
偉
容
を
み
げ
・

て
お
り
ま
す
。

第
一
期
工
事
で
十
教
宰
、
こ
ん

ど
の
第
二
期
工
唯
で
二
百
四
f

坪
八
教
窒
で
き
ま
し
て
、
占
い

四
教
室
の
移
設
と
と
も
に
．
四

月
新
学
期
か
ら
授
業
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

工
恥
費
は
一
千
五
白
九
十
六
万

九
千
三
百
七
十
円
で
、
黒
木
組

の
施
工
で
し
た
。

◇
離
々
津
小
学
校
第
二

　
期
工
事

校
地
も
約
二
百
メ
ー
ト
ル
西
力
　

高
台
に
移
転
し
た
隅
々
津
小
学

校
は
、
昨
年
第
一
期
⊥
嘱
で
六

教
室
、
と
ん
ど
そ
の
田
力
に
な

ら
ん
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ブ

山
ハ
教
室
が
出
Ψ
小
、
曲
天
々
津
川
岸

の
高
台
地
に
美
し
い
盗
を
み
せ

　
5
　
　
　
　
0

力
闘
⊥
し
ま
し
た
。
　
　
襲
O

　
　
㌦
塾
〃
　
第
猛
電
饗
種

（美々津小学校）る

山
の
頂
上
台
地
ま
で
徒
歩
約
卜

－
分
。
わ
年
よ
り
で
も
、
二
十
分

・
か
、
っ
た
ら
行
け
ま
し
よ
う
。

欝

桜
ケ
丘

　
　
（
細
島
）

細
1
5
の
桜
ケ
匠
は

君
木
で
あ
り
ま
し

て
、
数
“
後
に
は

株
数
も
多
い
の
で

見
肇
な
桜
の
名
所

と
な
る
こ
と
は
請

合
い
で
す
が
、
今

年
は
ま
だ
伺
と
い

っ
て
も
樹
が
呂
く

正
直
な
と
こ
ろ
物

足
り
ま
せ
ん
。

細
島
浴
か
ら
日
知

犀
原
の
工
場
造
成

地
帯
を
一
望
の
中

に
見
ら
れ
、
近
く

に
女
部
省
指
冗
の

名
勝
妙
国
毒
庭
園

羅照丸、
　　　　　怖物

呼前議

が
あ
り
、
よ
い
ピ
ク
ニ
ソ
ク
の

場
所
で
寸
。
　
【
写
貞
娃
城
山
の

さ
く
ら
。
人
物
は
三
尾
ゆ
長
】

送を卒業生

…露榊
驚
識
総
嫁
踊

㎝
が
多
く
な
り
、
皆
さ
ん
の
日
常

｝
生
僧
に
少
な
か
ら
ぬ
脅
威
を
与

え
て
い
る
よ
う
で
す
。

動
を
買
う
気
や
売
る
気
が
な
か

「
つ
た
な
ら
、
そ
の
よ
う
に
は
つ

｝
き
り
と
断
わ
る
こ
と
が
何
よ
り

一
も
大
切
で
す
が
、
そ
れ
に
も
か

、
わ
ら
ず
幽
て
行
か
な
い
と

か
、
或
は
あ
ら
く
し
い
振
魏

い
な
ど
を
し
て
、
皆
さ
ん
に
迷

惑
を
か
け
る
行
商
人
は
、
厳
巾

に
取
締
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
押
売
り
を

押
売
り
を
防
止
し
ま
し
よ
う

　
　
i
厳
重
に
取
締
る
条
例
が
で
き
る
i

一
の
数
に
応
じ
て
適
当
に
幣
備

｝
し
、
掃
除
の
と
き
の
服
装
に
っ

一
い
て
も
予
め
用
意
し
て
お
き
た

｝
い
も
の
で
す
。

二
、
大
掃
除
の
実
際

　
①
当
日
は
天
候
を
よ
く
見
定

め
て
で
き
る
だ
け
朝
早
く
か
ら

始
め
る
こ
と
、
与
後
三
時
頃
に

は
終
り
た
い
も
の
で
す
。

　
②
戸
棚
や
押
入
れ
の
中
、
天

封
の
褒
ま
で
ネ
ズ
ミ
の
渠
の
あ

り
そ
う
な
所
は
く
ま
な
く
掃
除

す
う
と
と
も
に
、
ネ
ズ
ミ
の
通

り
穴
な
ど
は
す
へ
て
ふ
さ
い
で

し
ま
う
こ
と
。
ネ
ズ
ミ
を
駆
除

す
る
に
は
、
予
め
数
日
前
に
殺

そ
刑
を
か
け
て
お
き
、
大
掃
除

の
際
に
そ
の
死
体
を
探
し
て
始

末
す
る
こ
と
も
臼
効
な
方
法
で

　
　
き
ょ
う
か
ら

　
　
　
　
　
　
ぼ
く
も
一
年
生

塊
船
㌶
雑
瓢
ぺ
腔
叡
雌
艘
欝

一

一
に
は
富
勧
、
目
知
屋
、
財
光
寺
、
塩
見
．
美
々
津
、
平

r

す
。　
③
畳
は
よ
く
叩
き
、
干
す
に
一

は
干
真
風
の
通
る
と
こ
ろ
で
裏

側
を
日
光
に
あ
て
、
少
く
も
三

時
間
以
上
干
す
こ
と
。

　
④
畳
の
下
に
は
D
D
T
や
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

1
1
C
な
ど
の
粉
剤
を
粧
一
枚
に

　
　
ワ

ニ
○
～
三
〇
グ
ラ
ム
程
度
で
ま
一

く
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
⑥
ゴ
ミ
は
燃
え
る
も
の
は
、

で
き
る
だ
け
ま
と
め
て
燃
や
し
｛

ま
し
よ
う
。

　
⑥
家
解
内
の
消
掃
と
同
時
に

家
の
外
、
例
え
ば
下
水
や
便
所

の
外
鯛
の
ふ
た
、
ゴ
ミ
箱
な
ど

も
修
繕
し
、
清
潔
を
保
つ
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。

◎
国
民
健
康
保
険
の

　
趣
旨
説
明
会
が
あ

　
り
ま
す

四
月
十
七
日
午
後
二
時
か
ら
市

役
所
講
壁
弔
県
か
ら
民
生
労
働

部
長
又
は
課
長
、
保
健
所
長
、

地
元
医
閉
会
長
市
か
ら
市
の
幹

部
、
議
会
議
員
、
民
生
委
員
、

区
長
、
胃
年
及
婦
人
会
の
代
記

者
が
出
恥
し
ま
す
。
一
般
市
属

の
多
数
出
席
を
希
望
し
て
い
ま

す
。

昭
和
三
十
二
年
度

　
　
日
向
市
戦
渦
者
合
同
慰
霊
祭

西
南
役
、
日
清
、
日
露
戦
顛
か
ら
大
東
瓶
戦
争
ま
で
の

残
苔
一
千
百
五
十
名
の
英
盤
に
対
す
る
日
向
市
合
同
慰

祭
は
、
次
の
と
お
り
執
行
さ
れ
ま
す
。

　
口
止
　
四
月
二
十
六
日
（
金
）
午
前
十
時

　
場
所
　
蘇
州
寺
忠
霊
塔
前

な
お
御
遺
族
に
は
市
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
案
内
状
を
差
上
げ

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
市
民
の
方
も
多
数
参
会
さ
れ
ま
す
よ
う
お
ね
が
い

た
し
ま
す
。
当
日
は
祭
小
の
後
、
余
興
と
し
て
各
部
落

出
演
芸
大
会
が
弄
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

二
十
二
万
円
の
此
代
碑
築
。
学
一

生
は
四
十
人
収
容
で
き
る
も
の
］

で
、
洋
室
で
押
入
れ
、
机
、
い
　

す
、
書
棚
、
寝
台
肩
と
な
っ
て

い
ま
す
。
す
で
に
入
寮
の
申
込

み
を
受
付
中
で
よ
。
人
声
の
費

用
は
月
軒
千
円
で
す
が
肇
務
は
㎜

日
向
市
教
委
肇
務
局
内
で
取
扱

っ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ

鉄
筋
コ
ン
ケ
リ
ー
ト
三
階
如
、
【
黒
木
つ
い
了

冒
し
十
坪
で
、
工
費
一
千
二
百
一
服
店
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（
上
町
　
土

市
内
各
学
校

な
ど
　
　
主
な
る
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
審
の
県
下
教
職
員
異
鳳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
異
動
と
い
わ
れ
て
い
ま
卍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
市
内
で
も
先
生
た
ち
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
動
か
れ
ま
し
た
。
紙
て

と
は
同
局
内
係
員
に
わ
問
合
わ
．
含
で
全
部
の
異
動
は
載
山

せ
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
長
教
頭
の
先
生
で
変
わ
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

亀
崎
区
は
四
区
に
分
割

さ
よ
な
ら
元
気
で
ね

｝
能
報
髭
卒
一

葵
・
津
小
学
校
の
卒
養
は
、
三
月
二
土

一
五
目
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
写
真
は
卒
業
生
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
枚
門
か
ら
送
り
出
す
と
こ
ろ
。
同
校
で
「

一
は
こ
の
校
門
か
ら
卒
業
生
を
送
る
の
は
今
　

　
年
が
最
後
と
な
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
同
一

一
校
は
約
二
百
メ
ー
ト
ル
西
万
台
地
に
校
地
一

が
移
転
、
建
築
中
の
按
轡
も
教
室
が
出
来
　

一
あ
が
っ
た
の
で
・
今
春
か
ら
全
校
引
越
丑

日
知
屋
の
亀
崎
区
は
人
口
約
綱

千
六
百
人
と
い
う
痂
内
で
一
番

の
大
世
帯
で
し
た
が
、
余
り
大

き
す
ぎ
る
の
で
通
選
な
ど
も
徹

底
し
な
い
き
ら
い
が
あ
る
た
め

こ
ん
ど
次
の
四
つ
の
区
に
分
割

そ
れ
ぞ
れ
新
区
長
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
型
名
と
区
長
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

　
◇
亀
碕
北
区
　
綾
部
　
末
吉

　
◇
亀
崎
南
区
　
成
合
　
　
実

中
　
　
村
　
　
壱
岐
　
　
直

（
岩
脇
地
区
）

鵜
　
　
色
　
　
松
野
　
　
林

中
継
放
送
機
設
置

　
　
　
一
岩
脇
地
区
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
脇
支
所
内
に
有
線
放
送
中
継

取
締
る
た
め
、
今
度
〃
押
売
笠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
が
設
概
さ
れ
ま
し
た
。
碧
脇

防
d
条
例
”
と
い
う
も
の
が
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
区
は
地
形
上
部
落
が
散
愛
し

き
ま
し
て
、
五
月
一
日
か
ら
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
お
り
、
部
落
へ
の
連
絡
が
不

脳伽�
ﾘ
◇
◇
簾
鮎
輔
遍
羅
藩
織

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

X
矯
横
送
禦
馨
さ
　

お
互
が
協
力
し
て
、
も
し
こ
の
・
区
長
さ
ん
交
代

繍
鞭
継
…
黙
嚢
椰
蝶
鰯
関
聯
鶴
繭

売
り
な
ど
を
な
く
す
る
よ
う
些

い
た
し
ま
し
よ
う
。
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
冒
向
纂
署
ど
細
暑
の
上
坂
田
五
郎
崩
れ
て
い
ま
す
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
〃
　
　
八
幡
　
児
玉
　
清
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
美
々
津
地
区
）
　
　
　
日
向
育
英
学
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
寮

旭
化
成
で
男
子
求
人
　
　
富
高
小
校
長

一
、
集
鶏
人
響
　
財
㌣
小
麟

二
、
採
用
日
長
　
　
　
　
　
　
．
　
〃
　
　
教
頭

　
年
令
－
渦
十
L
才
八
ヵ
月
二
日
知
屋
小
校
長

　
　
　
上
一
一
十
万
才
　
　
　
　
　
　
堀
見
小
校
長

身
長
⊥
五
轟
以
上
受
齢
艸
簸

視
カ
ー
裸
眼
○
、
六
以
上
　
　
　
Ψ
脇
小
校
正

　
色
神
－
異
常
な
き
も
の
　
　
［
　
細
島
小
教
頭

学
￥
新
中
卒
（
事
相
高
議
騨
簸

校
一
年
修
業
、
定
時
制
高
校
一

　
三
年
修
業
ま
で
は
呵
、
こ
れ

　
以
上
の
三
度
の
者
は
不
採
・

　
用
）

魏辮贈督糊騰

番
典
返
し
寄
附

一
市
内
上
町
商
業
河
野
健
げ

本
年
四
月
、
五
月
の
採
刑
に
限
…
母
堂
河
野
タ
ケ
さ
ん
の
争

り
口
の
条
れ
を
卜
え
る
男
子
で
「
し
と
し
て
、
こ
の
和
；

あ
ず
ば
受
験
で
き
ま
す
。
詳
し
．
日
向
市
社
会
事
業
に
使
酒

く
は
市
民
課
ま
た
は
日
向
公
共
一
い
た
い
と
寄
附
が
あ
り

職
業
安
定
所
へ
。

市
内
優
良
店
員

表
彰
　
　
　
．

皇
籍
確
長
さ
ん
は
…
榔
舶
甥
縫
鷺
腋
纏
轄
舗
摘
講
娘
酒
既

（
区
名
）
　
（
新
区
長
名
二
る
訳
で
、
部
落
の
人
々
に
喜
ば
…
次
の
九
名
が
審
査
の
上
建
さ

ロ
ッ
ク
建
▽
扉
の
百
六
↑
九
坪
一
迫
、
幸
脇
各
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
入
学
児
は
市
一
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
耳
玉
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
月
跡
の
ゆ
か
り
の
あ
る
こ
の
校
舎
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
．
内
で
一
千
六
十
一
名
。
嬉
し
そ
う
な
顔
で
校
門
を
入

’
か
㌻
L
嚢
誌
適
適
環
早
か
っ
た
細
島
小
躍
⑳
畷
式
と
と
、
に
、
お
別
れ
と
な

。
　
昌
一
＝
3
一
＝
一
3
●
＝
3
．
團
3
3
3
P
＝
＝
＝
一
：
3
一
冨
3
＝
＝
；
一
3
一
3
＝
一
・
3
＝
＝
3
，
＝
騨
印
一
＝
＝
＝
”

…
衛
生
だ
よ
り
　
…

91

O
．
＝
；
＝
＝
＝
＝
＝
＝
■
3
＝
＝
＝
冒
：
：
：
胴
＝
P
；
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＝
：
＝
＝
＝
一
一
：
一
■
＝
＝
；
＝
＝
一
：
＝
＝
＝
＝
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◎
春
の
大
掃
除
を
し
ま

　
し
ょ
う

と
思
い
ま
す
が
、
ま
だ
実
施
さ
一

れ
て
い
な
い
方
は
四
月
中
に
ぜ

ひ
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
次
に
　

〃高中上上石

二藍璽並
ニー町区区北

こ
の
広
報
が
槽
さ
ん
の
お
手
解
一
大
掃
除
の
仕
方
に
つ
い
て
御
参
一
（
富
高
地
区
）

編
髭
撫
疑
袋
路
に
二
、
三
お
知
り
せ
し
轟
晒

石黒朝児相小
田木二二三川

　　　　捨甚
敏之優宗蔵造　
　
　
i
二
十
日
竣
工
式
1
一

　
財
団
法
人
日
向
育
英
会
（
会
長
…
局
）
下
村
ツ
ル
（
本
町
．
内
山

二
一
青
木
市
蔵
）
で
は
・
午
葉
市
稲
［
洋
服
店
）
清
博
（
美
々
沖
．
高

敏
一
毛
町
に
在
京
学
生
の
た
め
日
向
　
木
肥
料
店
）
黒
木
マ
ス
子
（
上

潮
今
曙
鷲
来
・
二
無
毒
・

　
　
　
　
　
こ
れ
は
今
同
が
一

一
れ
ま
し
た
。

露
ど
験
錘
課
す

旧
地
蚕
窟
（
上
町
σ
江
川
商
店

宮
本
文
喜
（
細
島
・
永
封
製
粉

塩
月
ツ
ヤ
子
（
本
町
・
富
高
薬

一
育
英
学
生
寮
を
建
般
中
で
し
た
一
町
．
聖
目
旅
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
利
幸

一　（
細
島
。
三
輪
商
店
）
後
藤
政

，
、
　
　
　
、
　
　
幽
　
O
●
　
　
　
　
　
　
　
，
　
「
　
・

た
。　
共
同
募
金
の
配

昭
和
三
十
一
年
度
共
同
一

中
、
市
内
の
福
祉
活
動
㎝

対
し
次
の
と
お
り
配
分
占

し
た
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
二
上

　
円
。
保
誕
司
協
議
会

　
円
。
保
育
園
（
美
々
沁

　
万
円
。
冊
子
福
祉
会

　
円
。
婦
人
速
絡
協
議
ム

　
円
。
胃
年
連
絡
協
議
ム

　
円
合
計
三
十
九
万
．

　
中
学
一
年
の
少

母
子
寮
へ
本
を
贈

　
富
島
中
一
年
柏
田
征
い

（
曽
根
）
は
、
こ
の
ほ
”

な
ど
二
十
五
冊
を
古
本
弔

ど
、
と
母
子
寮
へ
慰
り


	新年度予算のあらまし―三月定例市議会終る

	志村化工工場誘致決議

	市税完納強調月間の成果―約二百万の増徴

	つつじ祭

	三つの小学校―建築工事竣工
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